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三
月
定
例
会

「定額給付金」直接現金で…2Ｐ
手狭な保健福祉課…8Ｐ

「カーボンオフセット」実用化を図れ…11Ｐ

「森山集会所」議長が降壇して登壇…13Ｐ
保育所を社協に委託…14Ｐ

わたし、防災仁淀川町です

別
府
小
が
複
式
に

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
か
ら
60
年
。
過
疎
化
は
進
み
、

別
府
小
も
つ
い
に
、
2
・
3
年
生
が
複
式
に

防災無線を放送する時に気を付けていることは？
ゆっくり読むように、言葉をはっきりと発音するように。
総務課　主幹　　山中貴子



65
歳
以
上
の
町
民
に
は
直

接
手
渡
し
、
申
請
し
て
も
ら

っ
て
は
。

有
効
な
手
段
と
は
思
う
が

給
付
金
事
務
は
、
通
常
の
業

務
に
上
積
み
さ
れ
た
余
分
な

事
務
で
、
各
集
落
へ
出
向
く

こ
と
は
不
可
能
だ
。

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
宮

城
・
兵
庫
県
で
は
振
り
込
め

詐
欺
の
標
的
と
な
っ
て
い
る
。

3
月
1
日
の
「
高
知
新
聞
」

で
は
、
鳥
取
県
の
2
町
で
は

す
で
に
手
渡
し
で
、
現
金
支

給
が
行
わ
れ
て
い
る
。

給
付
内
容
は
、
早
く
か
ら
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一 般 質 問

3月定例議会は、10日に招集され、会期を13日までの4日間とし12日は休

会。

専決処分の報告3件、条例改正・補正予算等30件、新年度予算8件、人権

擁護委員の推薦の人事案件1件を原案どおり可決。条例改正に修正動議が提

出され修正された部分を可決、修正した部分を除く原案可決、意見書1件を

提出し閉会した。

町
民
の
目
線
に
立
っ
た
町
政
を

答 忙しくて出来ない

65歳以上には直接手渡しては
定額給付金

問

西
森
常
晴

答

町
民
課
長

分
か
っ
て
お
り
、
国
会
の
議

決
待
ち
で
、
準
備
で
き
る
時

間
の
余
裕
は
あ
っ
た
は
ず
だ
。

行
政
は
、
住
民
の
目
線
に

立
っ
て
行
う
こ
と
は
重
要
だ
。

国
の
指
導
で
は
、
口
座
振

込
の
指
導
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

金
銭
的
ト
ラ
ブ
ル
も
予
測

問

西
　
森

さ
れ
、
町
と
し
て
は
基
本
的

に
郵
送
で
申
請
書
を
送
付
し
、

振
り
込
み
た
い
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
中

に
は
、
申
請
書
の
内
容
を
理

解
で
き
な
い
人
も
お
り
、
2

度
も
3
度
も
、
山
か
ら
降
り

て
申
請
手
続
き
を
強
い
る
の

は
酷
で
は
。

町
の
職
員
数
は
、
類
似
団

体
に
比
べ
て
、
30
人
は
多
い
。

出
来
る
だ
け
、
町
民
の
要

望
に
沿
っ
た
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。

答

副
町
長

問

西
　
森

答

副
町
長



名
小
は
、
21
年
度
か
ら
完

全
複
式
と
な
る
。

空
き
教
室
も
あ
り
、
ス
ペ

ー
ス
の
上
で
は
連
携
は
不
可

能
で
は
な
い
。

保
護
者
の
意
見
も
聞
き
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

名
野
川
保
育
所
は
、
21
年

度
は
園
児
5
人
に
な
る
。

国
は
少
子
化
を
憂
い
な
が

ら
、
保
育
所
に
入
れ
な
い
と

い
う
矛
盾
し
た
国
策
を
行
っ

て
い
る
。

少
な
く
な
っ
た
今
こ
そ
、

英
断
を
も
っ
て
、
全
国
に
誇

れ
る
、
保
・
小
連
携
の
モ
デ

ル
を
創
っ
て
は
ど
う
か
。

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

名
野
川
保
育
所
・
小
学
校

で
実
践
で
き
な
い
か
。

保
・
小
連
携
は
当
り
前
の

時
代
に
な
っ
て
き
た
。
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名
野
川
で
実
践
し
て
は

慎
重
に
対
応
し
た
い

答

保・小連携
問

西
　
森

答

教
育
長

問

西
　
森

答

教
育
長

３
億
６
０
０
０
万
円
全
額
山
へ
投
資
し
て
は

申
請
作
業
時
間
が
短
か
か
っ
た

答

臨時交付金年
度
末
に
、
高
知
県
に
は

北
海
道
に
次
ぐ
高
額
の
交
付

金
が
決
定
し
た
。

算
定
基
礎
は
、
有
効
求
人

倍
率
が
低
い
県
に
厚
く
交
付

さ
れ
る
。

町
に
は
、
３
億
６
０
０
０

万
円
が
交
付
さ
れ
る
。

中
途
半
端
に
使
う
の
で
は

な
く
、
全
額
山
に
投
資
し
、

環
境
保
全
、
雇
用
の
創
出
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

３
億
６
０
０
０
万
円
は
、

申
請
作
業
時
間
が
少
な
か
っ

た
た
め
、
計
画
中
の
熟
度
の

高
い
事
業
を
抽
出
し
、
前
倒

し
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

町
道
、
林
道
の
整
備
、
ご

み
収
集
場
な
ど
７
分
野
に
予

算
化
し
た
。

森
林
へ
の
事
業
費
の
投
入

は
、
21
年
度
か
ら
22
年
度
に

上
積
み
さ
れ
る
予
定
の
地
域

雇
用
創
出
推
進
費
を
充
て
る

計
画
だ
。

地
球
が
で
き
て
46
億
年
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。

人
類
が
地
球
に
生
ま
れ
て

か
ら
２
０
０
万
年
。

１
億
年
を
１
¤
と
す
る
と

地
球
は
46
¤
。
人
類
の
存
在

は
２
㎝
だ
。

短
い
空
間
の
中
で
人
間

は
、「
万
物
の
霊
長
」
と
お
ご

り
、
自
然
を
破
壊
し
て
き
た
。

我
々
は
、
少
し
で
も
そ
れ

を
償
っ
て
い
く
責
務
が
あ
る
。

中
津
渓
谷
に
、
昔
の
水
量

を
取
り
戻
す
施
策
は
と
れ
な

い
か
。

事
業
実
施
は
、
所
有
者
の

理
解
が
必
要
だ
。

出
来
る
だ
け
Ｐ
Ｒ
し
、
間

伐
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問

西
　
森

答

企
画
課
長

問

西
　
森

答

企
画
課
長

教育環境が抜群の正ノ石地区での保・小連携実践は地域の活性化につなが
ると思うが。4月5日、スプリングコンサート（名野川小）

緑と清流を取り戻すことは、21世紀
に生きる我々の使命だ（中津川）
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交
通
事
情
が
良
く
な
れ
ば

吾
北
分
校
も
選
択
肢
で
は

答

本年1人が進学した追手前高校吾北分校（いの町）

基
礎
学
力
を
確
実
に
つ
け

個
性
を
伸
ば
し
て
行
く
必
要

が
あ
る
。

9

2

－

6

2

－

3

3

－

18

7

－

問

橋
本
眞
一

答

教
育
長

仁
淀
高
校
は
募
集
停
止
に

な
っ
た
。

追
手
前
高
校
吾
北
分
校
も

選
択
肢
で
は
な
い
か
。

二
十
一
年
度
か
ら
町
内
か

ら
通
学
す
る
一
年
生
に
は
支

援
も
あ
る
が
、
吾
北
分
校
に

通
学
す
る
場
合
、
特
典
も
あ

る
よ
う
だ
。

中
学
生
模
擬

議
会
開
催
を

問

橋
　
本

仁
淀
高
校
は
二
十
三
年
度

に
廃
校
と
な
る
。

本
年
、
佐
川
高
校
に
14
人
、

吾
北
分
校
に
は
１
人
進
学
す

答

副
町
長

問

橋
　
本

答

教
育
長

る
。
交
通
事
情
が
良
く
な
れ

ば
分
校
の
希
望
も
増
え
る
と

思
う
。

学
区
制
撤
廃
で
進
学
制
度

も
変
わ
る
。

学
力
向
上
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
か
。

進
学
時
に
慌
て
て
勉
強
し

て
も
無
理
が
あ
る
。
低
学
年

か
ら
基
礎
学
力
を
つ
け
る
こ

と
が
重
要
で
な
い
か
。

仁淀高校佐川高校追 手 前吾北分校
その他県内
公 立 高 校

その他県内
私 立 高 校 県外の高校 高　専 その他 合計

仁淀川町立中学校卒業者の進路

基
礎
学
力

仁
淀
川
町
の
取
り
組
み
、

予
算
面
な
ど
を
中
学
生
に
認

識
し
て
も
ら
い
、
考
え
方
な

ど
を
聞
く
模
擬
議
会
は
開
催

で
き
な
い
か
。

社
会
の
仕
組
み
の
ル
ー
ル

を
体
験
、
行
政
の
仕
組
み
を

理
解
さ
せ
地
域
社
会
の
在
り

方
、
町
の
将
来
を
考
え
さ
せ

る
良
い
機
会
と
な
り
、
大
変

意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。

実
施
に
向
け
教
育
委
員
会
と

も
協
議
し
て
い
き
た
い
。
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中
学
校
に
単
元
テ
ス
ト
を
導
入

学
力
向
上
を
図
れ

答

問

農
　
本

答

総
務
課
長

自
助
共
助
の
自
主
防
災
組

織
の
設
立
状
況
と
、
再
編
も

視
野
に
入
れ
た
消
防
団
の
強

化
は
。

19
組
織
、
32
％
の
世
帯
数
。

過
疎
高
齢
化
、
急
峻
な
地
形

な
ど
組
織
化
し
に
く
い
要
素

も
あ
る
が
、
早
期
100
％
を
目

指
し
取
り
組
む
。

分
団
数
、
員
数
、
機
器
材
、

エ
リ
ア
な
ど
消
防
サ
ー
ビ
ス

を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、
消

防
団
再
編
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
見
直
し
を
し
て
い
く
。

問

農
　
本

災
害
時
要
援
護
者
の
調

査
、
台
帳
作
り
を
し
て
は
。

答

総
務
課
長

関
係
部
所
と
協
議
し
、
地

域
の
実
態
把
握
に
努
め
る
。

問

農
本
規
仁

県
の
当
初
予
算
で
、
高
知

市
の
基
礎
学
力
向
上
の
支
援

策
が
示
さ
れ
た
。
町
の
学
力

向
上
施
策
は
。

答

大
野
教
育
長

40
％
を
占
め
る
高
知
市
の

中
学
校
学
習
習
慣
確
立
緊
急

支
援
と
、
放
課
後
学
習
支
援

員
配
置
事
業
で
あ
る
。

本
町
で
は
、
教
職
員
の
資

質
向
上
や
自
立
心
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
導
入
し
、
中
学
校

で
単※

元
テ
ス
ト
を
導
入
。
今

年
か
ら
は
全
小
学
校
で
も
行

う
予
定
で
、家
庭
教
育
基
盤

形
成
事
業
を
取
り
入
れ
た
い
。

問

農
　
本

夜
遅
く
中
高
生
を
見
た
ら

我
が
子
、
孫
と
し
て
声
掛
け

が
で
き
れ
ば
、
子
ど
も
の
居

答

教
育
長

教
育
は
学
校
の
中
だ
け
で

成
り
立
つ
も
の
で
は
な
い
が

地
域
の
状
況
に
差
が
あ
る
。

中
学
校
区
と
い
う
視
点
を

重
要
視
し
、
地
域
教
育
の
関

係
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
勉
強
会
を

準
備
し
て
い
る
。

問

農
　
本

学
校
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
先
生
方
が

地
域
に
飛
び
出
し
て
い
く
こ

と
が
先
決
で
は
。

答

教
育
長

教
職
員
が
地
域
に
打
ち
解

け
な
い
と
開
か
れ
た
学
校
で

問

農
　
本

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
民
営
化

答

教
育
長

バ
ス
運
行
に
つ
い
て
協
議

し
た
が
、
出
発
地
か
ら
受
益

者
負
担
と
の
考
え
方
で
、
小

学
校
、
他
町
村
と
の
整
合
も

図
っ
た
。

問

農
　
本

町
営
住
宅
に
つ
い
て
、
国

な
ど
に
対
し
て
町
の
実
情
を

理
解
し
て
も
ら
う
な
ど
取
り

組
み
は
。答

副
町
長

定
住
者
を
守
り
増
や
し
て

い
く
こ
と
は
重
要
と
と
ら
え
、

住
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
く
。問

農
　
本

住
宅
に
応
募
が
な
い
の
は

所
得
制
限
と
家
賃
の
壁
が
あ

る
た
め
で
、
空
き
家
、
土
地

の
調
査
な
ど
早
い
対
応
が
必

要
と
思
う
が
。

答

副
町
長

遊
休
地
は
積
極
的
に
売
却

し
、
個
人
所
有
の
売
却
可
能

な
物
件
の
情
報
収
集
、
提
供

が
で
き
れ
ば
有
効
活
用
に
な

る
。
情
報
の
収
集
、
発
信
を

ど
う
す
る
か
検
討
し
て
い
る
。

場
所
が
で
き
、注
目
さ
れ
る
か

ら
生
徒
は
や
る
気
が
で
き
る
。

こ
れ
が
地
域
の
力
で
あ
り

地
域
の
教
育
力
の
向
上
が
重

要
と
思
う
が
。

は
な
い
。
今
後
も
努
力
す
る
。

消
防
団
の
強
化

町
営
住
宅

子
ど
も
は
宝

と
補
助
金
カ
ッ
ト
に
よ
り
、

修
学
旅
行
の
保
護
者
負
担
が

増
え
る
と
聞
く
。
子
ど
も
は

宝
と
い
う
認
識
で
、
負
担
軽

減
、
せ
め
て
ひ
と
り
親
家
族

の
軽
減
は
考
え
な
い
か
。

※
単
元
テ
ス
ト

ひ
と
ま
と
め
の
学
習
し
た
結
果

を
ふ
り
返
り
確
認
す
る
テ
ス
ト

防災訓練では、炊き出しも実践された
20年8月31日、仁淀地区（森）
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知
事
は
、
教
育
危
機
へ
の

対
応
は
、
授
業
を
変
え
る
、

放
課
後
を
変
え
る
と
言
っ
て

い
る
が
、
具
体
的
な
町
の
取

り
組
み
は
。

小
中
学
校
は
、
家
庭
学
習

や
、
指
導
の
改
善
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

本
県
の
学
力
の
低
さ
は
教

育
に
携
わ
る
者
の
熱
意
・
や

る
気
、
レ
ベ
ル
の
低
さ
が
取

り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
が
。

問

野
村
安
夫

答

教
育
長

問

野
　
村

答

教
育
長

問

野
　
村

答

副
町
長

問

野
　
村

答

副
町
長

子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
、
教
員
の
資
質
に
も
問
題
、

課
題
が
あ
る
。
地
元
の
文
化

や
住
民
と
接
し
、
伝
統
を
活

か
し
た
、
地
元
に
根
付
い
た

教
育
を
求
め
る
。

教
員
の
資
質
も
問
題

知
事
は
授
業
を

放
課
後
を
変
え
る
と
言
う
が

答

新入生（池中）

国
道
４
３
９
号
、
大
植
工

区
や
柳
野
工
区
の
早
期
完
成

に
向
け
、
町
の
取
り
組
み
は
。

国
道
４
３
９
号
は
大
植
工

区
で
、
橋
梁
4
個
所
、
ト
ン

ネ
ル
3
個
所
を
含
む
延
長
１

９
０
０
ｍ
の
工
事
。
21
年
度

に
は
ト
ン
ネ
ル
2
個
所
が
残

る
。柳

野
工
区
は
、
県
が
事
業

の
見
直
し
、
コ
ス
ト
縮
減
を

避
け
て
は
通
れ
な
い
情
勢
で

変
更
は
あ
る
が
、
早
期
完
成

に
向
け
努
力
す
る
。

４
９
４
号
の
拡
幅
工
事
の

推
進
を
。

国
道
４
９
４
号
は
、
残
事

業
量
が
多
い
た
め
、
二
車
線

残事業量が多いため、2車線化が留保された国道494号（舟形）

439号の早期完成と
494号の拡幅工事の推進を

期成同盟会と一体で答

化
を
保
留
し
、
局
部
改
良
を

行
い
、
通
行
の
安
全
と
利
便

性
確
保
を
最
優
先
に
考
え
た

整
備
を
行
う
。

期
成
同
盟
会
等
と
一
体
と

な
り
、
要
望
活
動
を
根
気
強

く
続
け
て
い
く
。



尾
�
県
政
の
予
算
が
発
表

さ
れ
、「
産
業
振
興
計
画
」
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
町
と

し
て
も
官
民
挙
げ
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
が
、
副
町
長

の
抱
負
を
聞
く
。

知
事
は
二
十
一
年
度
を
実

行
元
年
と
位
置
付
け
、
本
格

的
に
取
り
組
む
決
意
を
示
し

て
い
る
。

仁
淀
川
地
域
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
は
、
茶
の
ブ
ラ

ン
ド
化
、
高
糖
度
ト
マ
ト
産

地
の
確
立
、
間
伐
の
推
進
、

木
材
産
業
の
振
興
、
シ
キ
ミ
、

サ
カ
キ
の
販
路
拡
大
、
フ
ー

ド
プ
ラ
ン
を
中
心
と
し
た
地

域
産
業
の
活
性
化
な
ど
関
連

す
る
項
目
も
多
い
。

町
も
事
業
の
積
極
的
な
推

進
を
図
る
と
共
に
仁
淀
川
町

産
業
活
性
化
支
援
交
付
金
を

設
け
、
新
た
な
取
り
組
み
な

ど
を
支
援
し
、
町
産
業
の
活

性
化
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成21年5月10日発行（7） 第15号

答 集落活動の維持
産業の振興

残された課題は

町
長
は
十
七
年
の
合
併
を

頂
点
に
、
財
政
の
厳
し
い
地

方
に
あ
っ
て
そ
の
職
務
を
全

う
し
た
。
こ
の
間
の
実
績
、

残
さ
れ
た
課
題
、
将
来
へ
の

展
望
を
聞
く
。

問

藤
原
陽
三

答

町
　
長

こ
の
22
年
間
は
激
動
の
時

代
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
景
気
と

そ
の
崩
壊
、
三
位
一
体
の
改

革
、
合
併
と
変
貌
す
る
社
会

情
勢
の
中
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
べ
く
行
動
と
実
践
を

旨
と
し
て
施
策
を
展
開
し
た
。

行
政
改
革
を
推
し
進
め
、

新
町
の
早
期
一
体
化
と
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
最
大
の
務

め
と
考
え
、
行
政
改
革
大
綱

を
定
め
取
り
組
ん
だ
。

安
心
、
安
全
な
暮
ら
し
の

確
保
、
過
疎
高
齢
化
に
伴
い

衰
退
し
つ
つ
あ
る
集
落
活
動

の
維
持
、
地
域
産
業
の
振
興

な
ど
多
種
多
様
な
対
策
が
必

要
に
な
る
。

新
町
の
早
期
一
体
化
と

活
性
化
を
図
る

問

藤
　
原

答

副
町
長

住
民
と
行
政
の
信
頼
関
係

を
高
め
、
協
働
で
地
域
の
持

つ
潜
在
能
力
を
磨
け
ば
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
が
で

き
る
。

今年は、桃の花が一際めだった（引地公園）

産業振興を図れ
支援交付金を設け対応答

吾川村長、仁淀川町長と22年間首長
を務め、8月勇退予定の藤�町長


